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＜めざす児童像＞○よく考え、健康で、仲間を大切にする子 
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日 曜 学校行事 

１ 金 ６年生を送る会 

６ 水 通学班会ショート（付添下校） 

７ 木 登校指導 

８ 金 登校指導 

15 金 短縮４校時 

18 月 
短縮４校時 卒業式予行練習 

卒業式前日準備 

19 火 
特別３校時 

卒業証書授与式 

21 木 短縮４校時 給食最終日 

22 金 特別３校時 大掃除 

 

４月の主な行事予定 

１日（月）離任式 

８日（月）特別３校時 始業式・着任式 

９日（火）特別２校時 入学式 

１０日（水）短縮４校時 

通学班会（付添下校） 

ＰＴＡ選挙用紙配布 

１１日（木）普通３校時（１年） 

      普通４校時（２～６年） 

      給食開始（２～６年） 

１２日（金）普通３校時（１年） 

      普通４校時（２～６年） 

１５日（月）給食開始（１年） 

      ＰＴＡ選挙開票 

１８日（木）短縮４校時 家庭訪問 

      全国学力・学習状況調査（６年） 

１９日（金）短縮４校時 家庭訪問 

２２日（月）短縮４校時 家庭訪問 

      心電図（１・４年） 

２３日（火）短縮４校時 家庭訪問 

２５日（木）内科検診（２・５年） 

ＰＴＡ総役員会 

 『希望の春に向かって』 
 

 あちらこちらで咲いている梅の花をみると、確実に春が近づいてきているのだなあと感

じます。毎年時期を違えず、春の先がけとして咲くこの花を見ていると、花の美しさと共に

自然のすばらしさを感じています。 

  今日から３月に入り、早いもので今年度も残すところ一ヶ月、６年生は卒業まで正味１３

日、１～５年生は１５日となりました。昨日の学習発表会では、子どもたちの素晴らしい発

表を見ることができました。発表を観に来られた保護者の方々をはじめ、家庭・地域・教員

全ての人が子どもたちの限りない力と可能性を実感するとともに、元気のエネルギーをも

らうことができたのではないでしょうか。インフルエンザの流行により、急遽、日程を変更

したにも関わらず、沢山の参観、ありがとうございました。 

さて、今から五年前、「『十年一昔』ということわざは、今だと「何年くらい」だと感じま

すか」というインターネット調査が行われました。一番多かった回答は五年、次が三年だっ

たそうです。調査から五年が経った今、同じことを問いかけられると、皆さんは何年が『一

昔』と感じるでしょうか。学校現場は常に変化し続けています。この五年の間に、全国の小

学校では英語が教科となったり、ギガスクール構想によって一人一台のタブレット端末を

用いた授業が行われるようになったりしました。教育内容にはひき算がなく、次々と新しい

教育活動、例えばキャリア教育とかプログラミング教育などが組み込まれてきました。この

教育改革のスピードは、子どもたちの安心・安全の担保や教職員確保のための待遇改善や働

き方改革も後押しして、さらに加速することと思われます。 

では、保護者や地域の方々はこれからの学校に何を求められるでしょうか。いじめのない

安心して登校させられる学校・社会に出て困らない学力をつけてくれる学校・子どもたちの

やる気を育み、確かな学力をつける学校・人とのコミュニケーション力を高めてくれる学校

…等、他にも求めたいことはたくさんあると思います。こうした学校であれば、きっと子ど

もたちは「喜んで登校」し、「満足して下校」できるでしょう。そんな子どもたちの姿を実

現できるように、これからも井手小学校は歩み続けていきたいと思います。 

今は「三年一昔」の時代です。子どもたちを取り巻く教育環境や改革のスピードを注視し

ながら、人としての基礎を築き、自分の力で歩む子どもたちにしていくためはどう関わるこ

とが大切かを、学校・家庭・地域が一緒になって、これまで以上に考えていかなければなら

ないと思います。健全な子どもたちの育成のために、協力的で、建設的で、笑顔で思いやり

のある井手町であり続けてほしいと願っています。 

いよいよ、本年度最後の月となりました。「希望の春に向かって」さらに教職員一丸とな

り取り組んでまいります。家庭・地域の皆さまには、引き続き子どもたちを温かく見守って

くださり、励ましていただきますようよろしくお願いします。 

 

井手町立井手小学校  

校 長 中島 智幸  

いじめ相談窓口 
いじめについて・子育てについて・学

校生活についてなど、気になることや不

安に思うことはご相談ください。 

0774－82－2119（井手小学校） 

井手小学校担当 児童支援加配まで 

0774－82－4333（教育委員会） 

 教育委員会担当指導主事（民岡）まで 

『一番こわいのは、いじめてると思っていないこと』 

（いじめ防止標語コンテストより） 

３月の予定 卒業証書授与式 
３月１９日（火）９：１５開式 

井手小学校のリーダーとして全校を

支えてくれた６年生が卒業を迎えます。 

卒業証書授与式では、児童全員で送辞

答辞の呼びかけを行い、卒業をお祝いし

ます。 

１年生から５年生の児童は、通常通り

通学班で登校します。また、下校時刻は

１１時３０分ごろになる予定です。 

 

キャリアパスポートについて  

学年末に、一年間の振り返りを行い、

ファイル（キャリアパスポート）を持ち

帰らせます。 

内容をご確認いただき、子どもたちが

自信を持って次の目標が持てるよう声

掛けとコメント欄への記入をお願いし

ます。記入後、下記のとおり、担任まで

提出をお願いします。 

◎１～５年生 

３月１１日（月）持ち帰り 

→１８日（月）までに提出 

◎６年生 

３月 ４日（月）持ち帰り 

→１１日（月）までに提出 



 

 

 

 

「学校評価に関する評価（保護者アンケート）」集計結果             アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アンケートの結果は、概ね昨年度と大きく変化したところはありませんでしたが、その中でも、以下の点を学

校の課題として捉え、取組を進めていきます。 

１ 学習について 

令和３年度から一人一台タブレット端末の使用ができるようになり、より ICT機器を積極的に活用して

いることや児童の主体性を高めながら学習を進めていることについては、高く評価をいただきました。一方

で、児童の家庭学習の習慣に課題を感じておられる保護者は２割程度おられました。 

今年度は各学期に「家庭学習強化週間」と「生活点検」を併せて実施し、主体的な家庭学習の定着を

目指すだけでなく、健康的な生活習慣も身に付くよう取り組んできました。子どもたちは、自主的に課題を

設定し、計画的に家庭学習を進め、振り返りでは、意欲的に取り組んだ様子がうかがえました。しかし、学

習内容が簡単すぎたり、逆に量が多すぎたりしてうまく計画が立てられず、計画通りにいかなかった児童も

いました。 

今後も、「家庭学習だより」の発行など、更に取組を工夫したり、各担任から声かけをしたりしながら、子

どもたちが自主学習に取り組みやすくなるように支援していきます。各家庭でも、意欲的に家庭学習ができ

るように、励ましや学習環境の整備にご協力お願いします。 

 

２ あいさつについて 

子どもの「あいさつ」に課題を感じておられる保護者が１５%程度おられます。 

①今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行され、「さわやかあいさつ運動」の取組をＰＴＡと連

携して各学期に実施しました。また、１１月には生活目標にあいさつを掲げ、気持ちのよいあいさつが

できるようにしました。 

②１・２学期には、泉ヶ丘中学校の生徒も一緒に校門であいさつ運動をしてくれました。 

来年度も、PTA と連携して「さわやかあいさつ運動」を実施し、保護者や地域の方々とふれあう機会や

あいさつの大切さを考える機会としながら、継続的に指導を続けていきます。 

 

３ いじめについて 

いじめに対する取組は学校の最重点課題であると考えています。いじめ相談窓口を開設するとともに、

日頃の行動観察と学期に一度「いじめに関するアンケート」を実施しながら、早期発見・早期対応を図って

いるところです。今後も家庭と連携し、全職員が一丸となって取組を進めていきます。 

 

４ 地域連携について 

登下校時の「子ども見守り隊活動」をはじめ、地域の方々の協力がありがたいとの意見がたくさんありま

した。今後も一層、「いでっ子応援隊」の方々との連携を図り、「地域総がかり」で子どもを育むための体制

づくりを進めていきます。また、子どもたちの様子を家庭や地域に伝えていく機会を増やせるよう、一層努力

していきます。 

いただいた貴重なご意見を、今後の学校運営に活かしていきます。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校の教育目標「地域とのつながりの中で、子どもを包み込み、育

む学校」・めざす児童像「よく考え、健康で、仲間を大切にする

子」は、有意義な目標である。

学校公開日として実施する学校行事や授業参観日等の内容や回数は

適当である。

（本年度は新型コロナウイルス感染症対策のため制限をしており…

子どもたちの様子を家庭や地域に伝える、「学校だより」や「ホー

ムページ」の内容や発行・更新回数は適当である。

学校は、児童のよさや課題を理解し、保護者と連携しながら対応し

ている。

学校は、いじめの予防・早期発見・早期対応に努めている。

学校は、教室や廊下の掲示物や物品の整理等、学習環境が整えられ

ている。

学校は、ICT機器（パソコン・タブレット・電子黒板）やデジタル教

材などを積極的に活用している。校は、ICT機器やデジタル教材など

を積極的に活用している。

学校は、PTAや「子ども見守り隊」等の諸団体と連携して、子どもた

ちの安全確保に努めている。

学校は、児童一人一人の学習状況を的確に把握し、分かりやすく工

夫した授業をしている。

学校は、児童の興味や意欲を高める指導や関わり方をしている。

家庭学習強化週間やチャレンジ学習は子どもたちにとって効果的で

ある。

児童は、家庭学習の習慣が身に付き、宿題等に取り組めている。

児童は、あいさつができる。

児童は、好ましい友だち関係のなかで、楽しそうに学校に通ってい

る。

児童は、学校のルールやマナーを守って生活している。

合計

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答


